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本研究では、高等学校の「生物基礎」の授業で、生徒一人ひとりに、学習した内容

をもとに解説動画を作成させ、作成した解説動画を視聴させ、相互評価をさせた。

授業は２つの学級（１組，２組）で実践した。授業の内容は、血糖濃度の調節機構

に関する内容である。授業に参加した生徒の意識（「おもしろかった」，「よく分かっ

た」，「よく考えた」，「勉強になった」）を調査・分析した結果、生徒の意識は「良好」

～「概ね良好」であった。主な要因は、２つの学級で共通していた。具体的にいう

と「おもしろかった」の主な要因は「解説動画を作成したこと」であり、「よく分か

った」の主な要因は「解説したこと（説明したこと）」であり、「よく考えた」の主

な要因は「視聴者を意識して動画を作成したこと（相手意識をもって活動したこと）」

であり、「勉強になった」の主な要因は「理解が深まったこと（理解が深まったと感

じたこと）」であった。 

１．はじめに

１‐１．内容及び内容の取扱い

 『高等学校学習指導要領（平成 30年告示）』では「第

２章 各学科に共通する各教科」「第５節 理科」「第２款 

各科目」において「第６ 生物基礎」（p.117‐p.120）が

示されている（文部科学省、2019）。 

「第６ 生物基礎」の「２ 内容」の「（2） ヒトの体の

調節」のアの「（ｱ） 神経系と内分泌系による調節」の「㋑ 

体内環境の維持の仕組み」では「体内環境の維持の仕組

みに関する資料に基づいて，体内環境の維持とホルモン

の働きとの関係を見いだして理解すること。（後略）」

（p.118）と示されている（文部科学省、2019）。 

「第６ 生物基礎」の「３ 内容の取扱い」の(2)のイで

は「（前略）㋑については，血糖濃度の調節機構を取り上

げること。その際，身近な疾患の例にも触れること。（後

略）」（p.119‐p.120）と示されている（文部科学省、2019）。 

『高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説 理科

編 理数編』では「体内環境の維持の仕組みについては，

血糖濃度がホルモンの作用により調節されていることを

扱う。体内環境の維持とホルモンの働きとの関係を見い

ださせるには，例えば，食事の前後における血糖濃度と

血中のインスリン濃度の経時的変化を示す資料に基づい

て，血糖濃度の変化とインスリン濃度の変化を比較し分

析させ，血糖濃度とインスリンの働きとの関係について

気付かせることが考えられる。さらに，グルカゴンにつ

いても血中濃度が食事の前後でどのように変化するのか

を推測させ，血糖濃度の調節とホルモンの働きとの関係

について理解を深めさせることも考えられる。また，身

近な疾患の例として，インスリンの分泌不足により糖尿

病が発症することなどに触れることが考えられる。」

（p.121‐p.122）と示されている（文部科学省、2023）。 
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１‐２．動画の作成と相互評価の導入について 

井長（2021）では、中学校の外国語（英語）の授業で、

教科書に掲載されている物語教材を読ませた後に、教科

書の本文に書かれていないセリフを生徒に創作させ、学

習班ごとに動画を作成させて、鑑賞会を行い、相互評価

をさせた。その結果、「英語に関する力や技術について，

特に音声に関するものが身に付いたと生徒は感じている

ことがわかった。英語に関する力や技能以外では，ICT

を活用する力，考える力，他者と協力する力などが身に

付いたと感じていることが分かった。」（p.99）と示され

ている（井長，2021）。

坂本（2022）では「Flip（旧称：Flipgrid）は Microsoft

のアプリで、教育用 SNSという位置付けです。自撮りで

の映像や音声をクラス専用ルームにアップし、お互いに

見合ったり（相互参照）、コメントやステッカー等でお互

いに評価（相互評価）したりすることができます。」と示

されている。また、「授業での活用例」が示されており、

「算数～面積のパフォーマンス課題～」では「面積の学

習のパフォーマンス課題として、変わった形の図形を自

分で作り、その解き方を解説するというものです。」と示

されている（坂本、2022）。 

１‐３．研究の目的 

 前述したように、井長（2021）では、中学校の外国語

（英語）の授業で、学習班ごとに動画を作成させて、鑑

賞会を行い、相互評価をさせた。この授業に参加した生

徒の意識について、いくつかの知見が得られ、効果があ

ったことが示唆された。 

 本研究では、高等学校の「生物基礎」の授業で、生徒

一人ひとりに、学習した内容をもとに解説動画を作成さ

せ、作成した解説動画を視聴させ、相互評価をさせた。

授業は２つの学級（１組，２組）で実践した。授業の内

容は、血糖濃度の調節機構に関する内容である。 

使用したアプリケーションは、Microsoftの教育用 SNS

アプリケーション「Flip」である。 

本研究の目的は、授業に参加した生徒の意識について

知見を得ることである。

２．授業実践

2023年 12月 11日、山口県立Ａ高等学校の第２学年の

１組（18名）と２組（19名）で「生物基礎」の授業を実

践した。授業時間は１時間（50分）であった。授業に参

加した生徒は、１組が 18名、２組が 19名であった。 

授業で使用した教科書は、第一学習社の『高等学校 新

生物基礎』である。生徒は、この授業までに「5 血糖濃

度の調整」（p.84‐p.87）を学習している（吉里ほか、2023）。 

授業では「5 血糖濃度の調整」で学習した内容の解説

動画を生徒一人ひとりに作成させた。解説動画を作成す

るにあたり、使用させた教具は、ホワイトボードとタブ

レット PC（Microsoft Surface Go）である。また、使用

したアプリケーションは、前述したMicrosoftの「Flip」

である。 

授業展開の概要を以下に示す。 

まず、生徒にホワイトボードを作成させ、解説する際

に、そのホワイトボードを使わせた。ホワイトボードを

作成しているようすを図１と図２に示す。 

次に、タブレット PCを使わせて（「Flip」を使わせて）、

解説動画を録画させた。解説動画を録画する際には、解

説する生徒のタブレット PC を他の生徒に使わせて撮影

させた。解説動画を撮影しているようすを図３と図４に

示す。 

解説動画を作成した後に、動画をグループ（クラス専

用ルーム）にアップ（投稿）させた。共有された動画を

生徒にそれぞれ視聴させた。解説動画を視聴しているよ

うすを図５と図６に示す。 

解説動画を視聴した後、生徒に相互評価をさせた。具

体的にいうと、「コメントを追加」の機能を使わせてコメ

ントを記入させたり、「いいね！」のボタンの機能を使わ

せて「いいね！」というメッセージを付けさせたりした。

相互評価をしているようすを図７と図８に示す。 

教員は、生徒の様態を見取り、適宜、助言を行った。

教員が助言をしているようすを図９に示す。 

図１ ホワイトボードを作成しているようす 

図２ ホワイトボードを作成しているようす 
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図３ 解説動画を撮影しているようす 

図４ 解説動画を撮影しているようす 

図５ 解説動画を視聴しているようす 

図６ 解説動画を視聴しているようす 

図７ コメントを記入しているようす 

図８ 「いいね！」のボタンを押しているようす 

図９ 教員が助言をしているようす 

３．調査方法と分析方法

３‐１．調査方法 

調査方法には、質問紙法（選択肢法による調査，記述

法による調査）を用いた。 

質問紙では「問１」と「問２」を設定した。「問１」で

は「授業では、解説動画を作成し、その後、解説動画を

視聴し、相互評価をしました。あなたの感想を教えてく

ださい。それぞれの質問項目において、あてはまる番号

に一つずつ○をつけてください。」という教示を行った。

４つの質問項目（①「おもしろかった」，②「よく分かっ

た」，③「よく考えた」，④「勉強になった」）を設定し、

５件法（5.とてもあてはまる，4.だいたいあてはまる，

3.どちらともいえない，2.あまりあてはまらない，1.ま

ったくあてはまらない）で回答を求めた。 

「問２」では「問１でそのように回答した理由（わけ）
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を記述欄に書いてください。」という教示を行った。４つ

の質問項目（①「おもしろかった」，②「よく分かった」，

③「よく考えた」，④「勉強になった」）ごとに記述欄を

設定し、自由記述で回答を求めた。 

調査は授業後の１時点で実施した。 

３‐２．分析方法 

選択肢法による調査の回答については、５件法の「5.

とてもあてはまる」を５点、「4.だいたいあてはまる」を

４点、「3.どちらともいえない」を３点、「2.あまりあて

はまらない」を２点、「1.まったくあてはまらない」を１

点として、学級ごとに平均値（標準偏差）を算出し、天

井効果と床効果の有無を確認した。天井効果がみられた

場合、生徒の意識は「良好」、床効果がみられた場合、生

徒の意識は「不良」とした。天井効果がみられず、床効

果もみられなかった場合、平均値をもとに判断した。平

均値が４点以上であれば「概ね良好」、平均値が２点以下

であれば「概ね不良」とし、平均値が４点より小さく、

かつ、２点より大きい場合、「概ね良好でもなく、また、

概ね不良でもない」とした。 

記述法による調査の回答については、記述欄に書かれ

た記述の内容を読み、意識の要因（意識の背景）を見取

り、最も多かった要因（主な要因）を抽出した。１人の

記述に異なる内容がみられた場合、それぞれ個別の記述

として扱った。この分析は学級ごとに行った。なお、生

徒の意識については、選択肢法による調査の回答が「5.

とてもあてはまる」もしくは「4.だいたいあてはまる」

であれば“ポジティブな意識”、「3.どちらともいえない」

であれば“ポジティブでもなく、ネガティブでもない意

識”、「2.あまりあてはまらない」もしくは「1.まったく

あてはまらない」であれば“ネガティブな意識”とした。 

４．結果と考察

４‐１．選択肢法による調査について

有効回答数は１組が 18名、２組が 18名であった。分

析の結果を表１に示す。 

表１をみると、１組の質問項目①「おもしろかった」

以外の質問項目では天井効果がみられた。このことから、

これらの質問項目において、生徒の意識は「良好」であ

ったといえる。 

１組の質問項目①「おもしろかった」では天井効果、

床効果がみられなかった。平均値は4.06であった。４点

以上であることから、この質問項目において、生徒の意

識は「概ね良好」であったといえる。 

上記のことから、生徒の意識は「良好」～「概ね良好」

であったといえる。

表１ 選択肢法による調査を分析した結果 

質問項目 分析の内容 
学級 

１組 ２組 

① おもしろかった 

平均値（標準偏差） 4.06（0.87） 4.22（0.94） 

天井効果 ‐ ● 

床効果 ‐ ‐ 

② よく分かった 

平均値（標準偏差） 4.44（0.62） 4.50（0.71） 

天井効果 ● ● 

床効果 ‐ ‐ 

③ よく考えた 

平均値（標準偏差） 4.89（0.32） 4.89（0.32） 

天井効果 ● ● 

床効果 ‐ ‐ 

④ 勉強になった 

平均値（標準偏差） 4.44（0.71） 4.61（0.61） 

天井効果 ● ● 

床効果 ‐ ‐ 

max = 5，min = 1 ●：あり，‐：なし

４‐２．記述法による調査について

４‐２‐１．質問項目①「おもしろかった」について

１組では「自分で考えて動画を作ることがおもしろか

った」、「工夫して動画を作成するのがおもしろかった」

といった記述が最も多くみられた。このことから、主な

要因として「解説動画を作成したこと」を見取ることが

できる。なお、「自分で考えて」や「工夫して」といった

文言がみられる。このことから、この要因には「考えた

こと」や「工夫したこと」が含まれている（附属してい

る）ことが分かる。 

２組では「自分なりに考えて動画を作ることがおもし

ろかった」、「はじめて動画を作ったから」といった記述
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がみられた。このことから、要因として「解説動画を作

成したこと」を見取ることができる。なお、「自分なりに

考えて」や「はじめて」といった文言がみられる。この

ことから、この要因には「考えたこと」や「初めて経験

したこと」が含まれている（附属している）ことが分か

る。

４‐２‐２．質問項目②「よく分かった」について

１組では「説明すると頭に入ってきやすい」、「解説を

することで、さらに理解を深めることができた」といっ

た記述が最も多くみられた。このことから、主な要因と

して「解説したこと（説明したこと）」を見取ることがで

きる。 

２組では「自分で説明したから」、「自分の言葉で説明

するから」といった記述が最も多くみられた。このこと

から、要因として「解説したこと（説明したこと）」を見

取ることができる。 

４‐２‐３．質問項目③「よく考えた」について

１組では「どのようにしたら分かりやすいかなどを考

えて動画を作成したから」、「どうすると相手に伝えるこ

とができるのかをよく考えた」といった記述が最も多く

みられた。このことから、主な要因として「視聴者を意

識して動画を作成したこと（相手意識をもって活動した

こと）」を見取ることができる。 

２組では「どうすれば上手く伝わるのかを考えたから」、

「相手が分かりやすいように作らないといけなかったか

ら」といった記述がみられた。このことから、要因とし

て「視聴者を意識して動画を作成したこと（相手意識を

もって活動したこと）」を見取ることができる。 

４‐２‐４．質問項目④「勉強になった」について

１組では「知識として頭に残ったから」、「授業の内容

をきちんと覚えられたから」といった記述が最も多くみ

られた。このことから、主な要因として「理解が深まっ

たこと（理解が深まったと感じたこと）」を見取ることが

できる。 

２組では「内容理解につながったから」、「覚えられや

すかったから」といった記述がみられた。このことから、

要因として「理解が深まったこと（理解が深まったと感

じたこと）」を見取ることができる。 

５．おわりに

本研究では、高等学校の２つの学級（１組，２組）に

おいて、「生物基礎」の授業を実践した。授業では、生徒

一人ひとりに、学習した内容（血糖濃度の調節機構に関

する内容）をもとに解説動画を作成させ、作成した解説

動画を視聴させ、相互評価をさせた。 

授業に参加した生徒の意識（「おもしろかった」，「よく

分かった」，「よく考えた」，「勉強になった」）を調査・分

析した結果、生徒の意識は「良好」～「概ね良好」であ

った。 

主な要因は、２つの学級（１組，２組）で共通してい

た。具体的にいうと「おもしろかった」の主な要因は「解

説動画を作成したこと」であり、「よく分かった」の主な

要因は「解説したこと（説明したこと）」であり、「よく

考えた」の主な要因は「視聴者を意識して動画を作成し

たこと（相手意識をもって活動したこと）」であり、「勉

強になった」の主な要因は「理解が深まったこと（理解

が深まったと感じたこと）」であった。 

 今後、学習した内容をもとに解説動画を作成させ、作

成した解説動画を視聴させ、相互評価をさせるという学

習活動を、他の単元や他の科目等で実践し、知見を得る

必要がある。 

付記

本稿に掲載した授業のようす（図１～図９）は、やま

ぐち総合教育支援センターが2024年３月に製作・著作・

監修した授業映像DVD『令和５年度 １人１台端末を活用

した授業』の「３ 高等学校２年 理科 第３章『ヒトのか

らだの調節』 第１節『からだの調節と情報伝達』 ５『血

糖濃度の調節』 」より引用した。 

なお、本研究の一部は、日本理科教育学会第74回全国

大会（滋賀大会）で発表した（2024.9.8）。 

「Flip」については「（前略）we have moved some of the 

core Flip features into Teams for Education and will 

be retiring our web site and mobile apps by September 

30, 2024.」と示されており（Microsoft，2024）、「Flip」

は「Teams for Education」に移行される予定である。 
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